
は じ め に 

 

 埼玉県学力・学習状況調査は、「学習したことがしっかりと身に付いているか」と

いう従来の調査の視点に、「児童生徒一人一人の学力がどれだけ伸びているのか」と

いう新たな視点を加えた自治体初の調査であり、今年度、５回目の実施となりまし

た。 

 児童生徒には、本調査を通して現在の学力を知るだけでなく、「この１年間でどれ

だけ伸びたか」「小学校４年生のときと比べてどれだけ伸びたか」などを実感し、自

信を深めることを大切にしてほしいと考えています。 

 各学校においては、調査結果のデータから、学力等の伸びの状況を把握し、大き

な伸びが見られた学級や教科の担当者からの聞き取りや授業参観を行い、効果的な

実践を共有していただきたいと考えています。また、児童生徒の学力や学習方略、

非認知能力などの状況を把握し、一人一人をより一層伸ばすための指導・支援につ

いて教職員で話し合うなど、積極的に活用していただきたいと考えています。 

 本報告書には、「調査の概要」、「調査結果の概要」、「調査結果の活用」、「特徴的な

学校の取組」、「本調査の問題を活用した学習指導のポイント」、「分析支援プログラ

ムで見られる本県の傾向」を掲載しております。本調査についての詳細や、５年間

実施して見えてきたこと、今年度の調査結果を分析した指導改善の例、学校の取組

の好事例などを、一冊にわかりやすくまとめてあります。なお、本報告書は、ＰＤ

Ｆデータで埼玉県教育委員会ホームページにも掲載します。ぜひ、多くの先生方に

手に取って御覧いただきたくお願いします。 

 県では、市町村・学校との一層の連携・共同による重層的な支援として、「①総合

的な支援（本調査の分析結果の普及や効果的な取組の共有）」と「②重点的な支援（伸

び悩みを抱える市町村や学校への訪問支援等）」に取り組み、学力向上に関わる様々

な関係者のＰＤＣＡサイクルの質がさらに高まるよう働きかけてまいります。引き

続き、御理解・御協力をお願いいたします。 
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